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Abstract
In what follows we offer the fourth bibliographical guide of five basic books for teachers of English. The
first book was selected from Middle English Literature, and the second one and the fifth ones belong to the
psychology. The third and fourth ones were chosen from English grammar and linguistics.
1．『The Riverside Chaucer』 …………………………………………………………………KASHIMA Takumi
2．『英語教育学と認知心理学のクロスポイント
―小学校から大学までの英語学習を考える―』 ………………………………KAWASHIMA Hirokatsu
3．『Aspects of the Theory of Syntax』 ………………………………………………………FUJIUCHI Norimitsu







1．Geoffrey Chaucer：The Riverside Chaucer
Oxford University Press, USA; 3rd Revised 版 ISBN-10: 0199552096 p.1327, 2008
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1．George Inn（テムズ川南岸にある、Tabard 亭を彷彿させる所。現在は National Trust が管理
している。）
The George Inn Yard, 77 Borough High St, Southwark, London SE 11 NH
https://www.nationaltrust.org.uk/george-inn （2016年9月11日閲覧）
2．Church’s Shoes（チャーチ靴店）90 Cheapside, The City, London, EC 2 V 6 EB
カンタベリーの大司教であった Thomas a Becket はこの近くで生まれた。この靴屋の壁には、
それを表す青い記念銘板が埋め込まれている。





つに Swan Upping がある。テムズ川の白鳥の所有を確認する行事で、毎年7月の第3週に行
われる。白鳥は、葡萄酒組合と染物業組合が国王の所有権を分有している。テムズ川北岸の
Upper Thames Street にある葡萄酒組合のビルの玄関には、白鳥の模様が描かれている。
Swan Upping については、以下の所を参照：http://www.vintnershall.co.uk/?page=swan_
upping （2016年9月11日閲覧）
4．桂冠詩人 John Gower（1325／30－1408）の墓がある Southwark Cathedral
http://cathedral.southwark.anglican.org/ （2016年9月11日閲覧）
テムズ川南岸にあります。John Gower が枕にしている三冊の本に注目。
















ので、英語教育学と認知心理学の研究成果の統合を目指している。Part I と Part II からなり、前半
の Part I では、認知心理学の理論的枠組みと記憶にフォーカスを当てた英語教育学関連の研究が扱
われている。後半の Part II では、認知心理学の理論や知見に基づいてなされた応用的英語教育研究
の内容が報告され、それぞれの研究成果に対して、認知心理学の立場からフィードバックがなされて
いる。











































































3．Noam Chomsky: Aspects of the Theory of Syntax
The MIT Press; 50 Anv Rep 版 ISBN: 0262527405 p.296, 2014





















































長 崎 外 大 論 叢 第20号
―131―
A→Z/W＿Y
という書き換え規則で、WAY という連鎖の A を Z に書き換え WZY とするものである。W と Y に
制限がないのが自然言語で一般的なので、A→Z で良いが、これは可逆的な規則ではない。また、句
構造規則が書き換えるのは、本書では範疇記号と統語素性であり、主語や目的語などの文法的機能は
［B, A］という素性で、B という接点に支配される範疇 A と定義している。これは間接的には後の
























































































4a．The door will open.
b．He will open the door.
4において the door は、4a では自動詞の主語、4b では他動詞の目的語です。この二つの the door
は表層的に（形式的に）異なる文法機能をもつにもかかわらず（主語と目的語）、名詞の the door と
動詞 open における意味的な関係には共通性があります。つまり、the door に意味役割を与えるなら























































































































































（加島 巧・川島 浩勝・藤内 則光・原田 依子・藤原 和政）
―138―
